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COMPACT CITY TOYAMA

富山市の概要
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COMPACT CITY TOYAMA

■日本地図

■富山県全図

富山市

立山あおぐ特等席。 富山市

富山駅上空からみた富山市の市街地

■人口は、富山県全体の約４割（418,686人／H27国勢調査）
■面積は、富山県全体の約３割（1,241.77km2）

富山市の概要 2

広大な市域に、平野部、中山間地域、山岳部といった多様な地形を有し、
公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくりを全市的に推進



COMPACT CITY TOYAMA

コンパクトなまちづくりの実現に向けたデータ活用
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COMPACT CITY TOYAMA

・都心地区:約４３６ ha 
・公共交通沿線居住推進地区:約３，４４１ha

※富山駅を中心とした１９の公共交通軸周辺
・鉄道、軌道駅勢圏（半径500m）
・バス停圏（半径 300m）

■都心地区・公共交通沿線居住推進地区の設定

2025年推計

（397,000人）

2005年

（421,239人）

＜便利な公共交通沿線における居住人口の目標＞

１１７，５６０人

約２８％

2019年

（416,147人）

１６７，６００人

約４２％

都心地区および便利な
公共交通沿線人口

１61，636人

３８．８％

都心地区
(まちなか）

公共交通沿線
居住推進地区

公共交通活性化策や居住推進策
により誘導

都心地区・公共交通沿線居住推進地区の設定と居住人口の目標 4

目標に向けて、施策評価や進捗管理を
継続的に実施していく必要性
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コンパクトなまちづくりの実現に向けた分析手法 5

科学的な知見に基づく、
まちづくり施策の立案・効果
検証などが可能となる

●詳細な人口分布や人口移動、高齢化
の状況などを把握・可視化

●多彩な情報の重ね合わせ分析が可能

富山市型都市計画分析モデル

住民基本台帳、都市施設、地価調査
などの多様なデータをGIS上に展開

【住民基本台帳プロット】

【人口分布図】

集計・加工
・可視化

人口減少、超高齢化等に対応した
持続可能な都市経営の推進に繋げる

比較的安価に実現可能（毎年度６月末時点の住基情報をGISに展開）



COMPACT CITY TOYAMA

都市構造の把握に関する分析手法の比較

■他の分析手法と比べ、データ集計時の優位性や分析の汎用性が高い。
手法 国勢調査 住民基本台帳（町丁目） 住民基本台帳（プロット）

人口
把握

人口メッシュデータを基
に集計

大字・小字単位の人口集
計を案分して算出

住民の個人データをGIS上にプ
ロット展開して集計

集計
期間

×
５年ごとの集計しか出来ない。

〇
年度単位で集計可能

〇
年度単位で集計可能

集計
精度

△
メッシュデータのため、大ま
かな傾向を捉えるにはよい。

△
面積案分等で処理するため、
きめ細かな集計が出来ない。

〇
プロットデータをGIS上で直接抽出する
ため、高い精度で実施可能。

集計
作業

〇
GISを活用できるため集計作
業が容易

×
GIS＋Excel等を用いた集計と
なるため、大字変更があった
場合など、作業が煩雑となる

〇
GISを活用できるため、集計作業が容易
（メッシュサイズなども自由）

分析の
汎用性

△
他の調査データ等との比較検
討は可能だが、メッシュ単位
に限る。

×
他のデータとのクロス分析を
する場合に、その都度集計が
必要となる。

〇
プロットデータのため、他のGISデータ
と利活用しやすく、新たな属性データ
（要介護度など）の付与が可能。

6

アドレスマッチングによるプロットのため、100％正確ではないが、都市構造を把握するには十分
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住基データのＧＩＳ化及びデータ活用の流れ

独自のセキュリティ
ポリシーを構築

7

企画部局
（情報担当課）

都市部局

都市分析業務
受託業者住基データ

抽出申請 個人情報の取扱いに
関する特記を含む契約

住基データ
提供

データ利活用
事業者

・情報提供許可通知
※業務完了後のデータ消去を条件

・GISデータ提供

住基データ提供
都市分析業務

受託業者

・個人情報取扱管理者届
・個人情報作業場所届
・情報資産持出申請

・GISデータ提供
・持出情報消去報告書

市民部局 データ活用
事業担当課

住基データ
２次利用
許可申請

利用決定通知 GISデータ提供

都市計画分析モデル
情報資産提供申請

Ｐマーク/ISMS登録証

(外部委託する場合)

住基システムからの
データ出力に関する調整

富山市型都市計画
分析モデル情報セキュリティポリシー

富山市情報セキュリティポリシー等

①

②

③

④

①

②
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分析データの活用例 （公共交通の利用可能な圏域人口）

■鉄軌道、路線バス、コミュニティバスなど
の路線及び駅・停留所をGISに展開し、公
共交通の利用可能な圏域データを作成
→住民基本台帳のプロットデータとクロス

集計し、公共交通の利用可能な圏域に居
住する人口を把握

【公共交通の利用可能な圏域に居住する人口及び割合（H30）】

（平成30年6月30日時点の住民基本台帳情報より算出）

人口 割合

富山市 417,382 -

公共交通の利用可能な圏域 409,019 98.0%
鉄軌道＋路線バス（750ｍ圏域） 381,059 91.3%

コミュニティバス（750ｍ圏域） 27,960 6.7%

公共交通空白地域 8,363 2.0%

【公共交通の利用可能な圏域図】

公共交通空白地域を可視化し、
居住人口を把握することで今後の
まちづくりや公共交通施策を検討
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:鉄軌道沿線

:路線バス沿線

:コミュニティバス等

:空白地域人口メッシュ～
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【商業店舗の徒歩圏に居住する人口及び割合（R元）】

500ｍ圏

人口（人）

割合

（％）

人口

（人）

富山市 319,070 76.7 416,147

都心・沿線居住推進地区 152,986 94.6 161,636

都心・沿線居住推進地区以外 166,084 65.3 254,511

※出典：ＮＴＴタウンページ、住民基本台帳（H元.6.30)

※商業店舗：スーパー、食料品店・ドラッグストア、コンビニエンス
ストア、生鮮食料品を取り扱う店舗（NTTタウンページでの分類のう
ち鮮魚店、食肉店、青果店）

【移動販売対象エリアに居住する人口（500ｍ圏域を除く）】

富山市中山間地移動販売
支援試行事業
（八尾地域）

人口（人） 対象地域

富山地域 20,343 富山北部・水橋地域 ※R2.6より開始

八尾地域 2,751 左図の地域の一部

大山地域 5,864 全域

婦中地域 5,179 朝日、古里、音川、神保

合計 34,137 推進地区以外の市民88,427人の約16％

民間事業者

古里、音川

朝日

室牧、大長谷、仁歩、

野積、卯花、黒瀬谷

の集落の一部
■都心・沿線居住推進地区以外と移動販売では

78.7 ％ (200,211人)富山市大山地域
中山間地移動販売
支援試行事業
（大山地域）

千里

水谷・本郷

上新町ほか

福島・井田

薄島・滅鬼

富山北部・水橋地域

大山地域（小見周辺）

分析データの活用例 （店舗利用圏域及び移動販売支援） 9

■居住誘導エリアにおける身近な買回り品施設の立地と利用圏域人口を分析する
とともに、不足エリアに対する移動販売支援を踏まえた充足状況の把握
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【1人当たり道路維持費（2018年、雪対策考慮ケース）】

分析データの活用例 （社会インフラ管理コスト）

※1人当たり道路維持費の算出方法：
現在の道路維持費（舗装の補修・除雪や消雪費
用等の合計）の面積当たり単価（㎡/円）に、各
メッシュ（250m）内の道路の総面積（㎡）を
乗じて算出した各メッシュの道路維持費を、各
メッシュ内の人口（人）で除して算出

■社会インフラ管理コストに関し、人口分布に応じた地域特性を把握

持続可能な社会インフラマネジメントに向けた基礎資料として活用
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分析データの活用例 （要支援・要介護者の密度分布）

■要支援・要介護者密度が高い都心地区に富山型デイサービス施設(※)がなかった。

富山型デイサービス事業所及び
要支援・要介護者密度図（H24）

H24年度より、都心地区で当該施設を整備する場合、上乗せ支援を実施
→H25.6月に新たな富山型デイサービスがオープン
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【拡大図】

:都心地区
:新設した施設

※富山型デーサービス施設:
高齢者、障害者及び児童のすべてを
対象としたデイサービス、ショート
ステイ等の日中及び夜間の介護、訓
練及びレクリエーション並びに保護
又は預かりを行う施設

▲富山型デイサービス（イメージ）
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公共交通沿線
居住推進地区

中心市街地
（都心地区）

（都心地区 ＋ 公共交通沿線居住推進地区）

163,337 

162,789 
162,336 

161,985 
161,667 

161,270 161,092 

160,564 160,650 
160,397 

161,015 
161,197 

161,380 
161,636 

8,346 8,413 
8,245 

8,452 7,819 7,905 8,015 
7,725 

8,098 

7,618 

7,975 
8,284 8,302 

8,480 

9,111 

8,644 
8,400 8,535 

7,787 7,797 7,668 7,721 
7,461 

7,283 7,302 7,436 7,341 
7,499 

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

155,000

156,000

157,000

158,000

159,000

160,000

161,000

162,000

163,000

164,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（人） （人）

公共交通が便利な地域の人口

転入者計

転出者計
転
入
・
転
出
者

公
共
交
通
が
便
利
な
地
域
の
人
口

12分析データの活用例 （公共交通が便利な地域の人口動態）

※Ｒ元時点の公共交通が便利な地域を基に遡って集計

■年度ごとの人口及びエリア内への転入者・転出者の推移を分析

10数年分のデータを活用し、コンパクトシティ政策による居住誘導を評価
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‐13‐

転入超過メッシュ(250ｍ)
都心地区
沿線居住誘導区域
市街化区域・用途地域
行政区域界

◆転入ボリュームは主に婦中地域

◆市街化調整区域
や白地地域にも
転入ボリューム
が散見

◆転入ボリュームが散見し、市街地が広がる傾向

299

13

【H18-H20における転入超過の合計】

分析データの活用例 （社会動態の３Ｄ都市モデル化）
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◆不二越・上滝線沿線や
藤ノ木方面バスへ、
転入ボリュームが移動

◆都心地区に転入ボリュームが移動

◆大沢野地域の公共交通沿線での転入超過

◆市街化区域を中心に転入ボリュームを形成

転入超過メッシュ(250ｍ)
都心地区
沿線居住誘導区域
市街化区域・用途地域
行政区域界

229

14分析データの活用例 （社会動態の３Ｄ都市モデル化）

【H29-R1における転入超過の合計】
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スマートシティの実現に向けたデータ活用

15
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富山市センサーネットワークアンテナ配置図

100施設にアンテナ設置
居住人口の９８.９％をカバー

【参考】
LPWA（Low Power Wide Area）
:省電力広域エリア無線通信技術の総称
LoRaWAN（Long Range Wide Area Network）
:無線ネットワーク規格の名称

16

市のすべての業務と市全域でのIoT化を推進
するため、Ｈ30年度に省電力で広域をカバー
するLPWA（LoRaWAN）による通信ネット
ワーク網（センサーネットワーク）を整備

3km

小学校、地区センター等に
通信アンテナを設置
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サイバー空間情報の「集約化」と「共用化」

迂回路

工事予定／通行制限情報

路線

電柱・埋設

ガス管埋設

電柱・埋設

上下水埋設 市
内
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

事
業
者
保
有
情
報

電気

ガス

交通

行政

通信

富山市ライフライン共通プラットフォーム

公共施設にアンテナを
設置。市内居住エリア

の98.9%をカバー

オープンソースコンポーネント
（FIWARE）

自動検針

鳥獣被害対策

IoTプラットフォーム

LPWA
（LoRaWAN)

通信

LoRaWAN
ゲートウェイ

アンテナ
（LTE通信）

見守り市民生活環境

ＬＰＷＡ（LoRaWAN）

データ利活用基盤
(FIWARE)

オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ

デバイス管理

データ管理

認 証

オープンデータ連携

デ—

タ
を
利
活
用
す
る
他
シ
ス
テ
ム
・
ア
プ
リ

富山市のほぼ全域をカバーする
省電力広域エリア通信網

各種IoTセンサー
新たな情報取得や業務改善のためのIoTセンサー

水位・水温・
気温・土壌

富山市センサーネットワーク ＝ LoRaWAN + IoTﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

ダッシュボード（簡
易的な表示機能）

（1）IoT技術などの新たな情報取得手段を活用したサイバー空間情報の『集約化』

（2）Society5.0におけるサイバー空間情報の『共有化』
富山市オープンデータサイト

IoTセンサー取得情報や各種行政情報を
オープンデータとして公開し、シビック
テックを促進

官での活用例 民での活用例
IoTを活用した
新たなサービス

IoTデバイス
開発支援

既存プラットフォーム間の
情報連携

Ｈ28年度より、官民
インフラ事業者が保有
している情報を共有
化。
社会インフラコストの
適正化・災害対応の迅
速化等に活用。

17
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◆ ’19、’20年度 市実証実験事業「河川水位監視システム構築業務」
・目的:市民に自助・共助を促すため、センサーNWを活用した河川水位

監視システムを構築し、市民に水位の情報提供を行うもの。
・実施:水位計設置４箇所

概 要 設 置 箇 所

富山市
センサーNW

 準用河川など4カ所に水位計を設置して水位を観測
 観測データはweb上で市民に公開（ ’20 年度末予定）
 市民に浸水に備えた自助・共助を促す

web上で市民公開
（´20年度末予定）

富山市
ホームページなど

荏原排水路

中川がめ川

村川
‘19年度事業 ‘20年度事業

web公開用
システム

web公開用の
システムの構築

水位計の設置
（b20.7）

行政業務での利活用事例 （河川水位監視システム） 18

（1）IoT技術などの新たな情報取得手段を活用したサイバー空間情報の『集約化』
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◆ ’19、 ’20年度 市実証実験事業「消雪装置遠隔監視」
・目的:遠隔監視する仕組みが無い現行の消雪装置の稼働状況は、市民からの

通報があって初めて障害を認知することから、制御盤の各種ランプ（運転・
停止・警告など）を遠隔監視することで防災力を強化する。

・実施:市内６か所７ポンプ（市内約300ポンプ）
消雪ポンプ盤の改造

監視端末 LoRaWANアンテナ 動作確認

実 証 実 験 結 果

IoTプラットフォーム
Fiware

ダッシュボードで
各種ランプの状
態を確認!

 インターネット環境で遠隔にある消

雪装置の稼働状況が確認できた。

 通信状態も良好でデータの欠落等

は無かった。

確認できる情報
●運転中
●停止中
●低水位
●ポンプ故障
●インバータ故障
●センサー故障
●圧力センサー故障

行政業務での利活用事例 （消雪装置遠隔監視実証実験） 19

（1）IoT技術などの新たな情報取得手段を活用したサイバー空間情報の『集約化』
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民間実証実験公募事業例 （橋梁の異常検知システム検証） 20

（1）IoT技術などの新たな情報取得手段を活用したサイバー空間情報の『集約化』

「橋梁の桁端異常検知システムにおける通知機能に関する検証」（日本工営㈱）
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21人流データの活用事例 （富山駅歩行者数のセンサー計測）

第２回 デジタル化の急速な進展やニューノーマルに対応した都市政策のあり方検討会（参考事例）
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富山市センサーネットワーク利活用例（イメージ） 22

みまもり事業
6年間で全小学校で実施
’18年度2校、’19年度14校で実施
’20年度14校で実施予定

他分野への展開
アビレ利用状況の把握
駐輪場の空き状況把握

時間・場所別の乗・降車数の把握（人流）

時間別の施設利用状況 河川・インフラ等の監視
スマート農業等

除雪車・融雪装置稼働状況の把握

ガス、水道等の検針業務

実証実験環境での検証

民間企業対象の実証
実験公募を実施

県警提供情報

交通事故情報

不審者情報

道路工事/
通行制限情報

ﾗｲﾌﾗｲﾝ共通
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
連携情報

連携調整中

IoTプラットフォームへ集約された各種センサーからの情報を、
個人情報等に十分配慮した上で積極的に公開していくことで、

データの相互利用による新しいサービスの展開など、
スマートシティの更なる発展を目指す

運用監視

（1）IoT技術などの新たな情報取得手段を活用したサイバー空間情報の『集約化』
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富山市ライフライン共通プラットフォーム事業概要

共通プラットフォーム（公開型GIS）

市 民 等
富山市ライフライン共通
プラットフォーム協議会

全庁型
GIS

公開型
GIS

富山市

通
知

ア
プ
リ

道路陥没情報等

各社
資産情報

通行制限情報

富山市道路管理者

事業者

電力 北陸電力株式会社富山送配電支社

通信

西日本電信電話株式会社富山支店

株式会社ケーブルテレビ富山

上婦負ケーブルテレビ株式会社

ガス 日本海ガス株式会社

交通
富山地方鉄道株式会社

富山ライトレール株式会社

行政
富山県

富山市

道
路
占
用
申
請

シ
ス
テ
ム

工事予定情報
基図情報

通行制限情報

23

災害時への備えと合わせ、平常時の緊急車両動線や運送事業などに活用
いただくことで、円滑な道路交通を実現

（2）Society5.0におけるサイバー空間情報の『共有化』
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ライフライン共通プラットフォーム 表示イメージ

‐24‐

① 検索箇所（青枠内の赤線）をダブルクリックする。
② 工事予定情報（工事開始日・終了日、工事場所等）を表示する。
※ 赤色の実線…工事中・橙色の点線…工事前

①
②

24

（2）Society5.0におけるサイバー空間情報の『共有化』
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背景図）出典:国土地理院（http://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）

プラットフォーム間のクロスドメイン連携事例 25

こどもを見守る地域連携事業

児童にGPSセンサーを持ってもら
い、登下校時の移動経路を補足す
ることで、児童登下校路の実態や
重点パトロール箇所の把握などに
役立てることを目的とした事業
（センサーネットワークで位置を
把握）

ライフライン共通プラットフォーム

×

■児童の登下校路の実態把握に基づき、一般公開されている道路工事情報を取得
することで、登下校時の交通安全指導に繋げる

小学校

（1）サイバー空間情報の『集約化』 × （2）サイバー空間情報の『共有化』
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フィジカル空間のコンパクト化とサイバー空間のスマート化の融合 26

フィジカル空間
コンパクト化の推進

コンパクトシティとスマートシティ
の施策の取組は、フィジカル空間と
サイバー空間の融合の社会実装であ
り、Society5.0による「超スマート
社会」の未来像を構築する取組み

センサー情報
環境情報、機器の作動状
況、人の動きなど

新たな価値
環境情報、機器の作動
状況、人の動きなど

‐26‐

サイバー空間
スマート化の推進
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ご清聴ありがとうございました。
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